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※時間は変更になる場合があります。
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環境フェア

「勤労者ゆとりT･I･M･E you・ゆう・遊ing」

福祉フェスティバル2019

環境課
（☎21–5540　 21–5642）

一般社団法人 伊勢志摩労働者福祉協議会内
2019福祉フェスティバル事業実行委員会

（勤労者地域づくり等参画支援事業実行委員会）

（☎24–8117　 24–5425）

体験・展示コーナー （メイン・サブアリーナ）

フリーマーケット （サブアリーナ）

電気自動車などの
展示・試乗会（屋外）

◦鉛筆立てづくり、資源分別クイズ
◦まちづくり協議会の取り組み紹介
◦皇學館大学教育学部家庭科ゼミ生による展示・体験
◦三重中学校・高等学校による展示・体験
◦木のおもちゃの展示
◦マンホールストラップ作成体験
◦浄化槽啓発
◦動物愛護啓発
◦エコライフチェック、木の実工作
◦チャリ電バトル、手回し発電機体験　など

◦フリーマーケット
◦リユース家具展示・無料提供

◦自動車メーカー各社の
　電気自動車など
◦電気自動車の電源利用による　

ゲームコーナー
◦ポケモン電気バス　　　　　　

～ピカチュウも来場予定♪～
◦U

う も う

MOU災害支援プロジェクト

メインステージ スケジュール
10:00～ 開始式
10:05～10:35 MOTTAINAIポスター表彰式
10:35～10:45 主催者・来賓あいさつ 
10:45～11:15 「騎士竜戦隊リュウソウジャー」ショー
11:30～ 騎士竜戦隊リュウソウジャー握手会

（午前のみ）
13:00～13:30 ステージショー
13:45～14:15 「騎士竜戦隊リュウソウジャー」ショー
14:20～14:50 大抽せん会
14:50～　 閉会式

予算額　環境フェア 132万 7千円、福祉フェスティバル市負担金 101万円

◦「騎士竜戦隊リュウソウジャー」ショー
◦地場企業展
◦伊勢保健所健康増進コーナー
◦伊勢市シルバー人材センターコーナー
◦ミラクルボード
◦安全運転「しんだんくん」
◦バッテリーカー
◦ヨーヨー釣り
◦スーパーボールすくい
◦親子木工教室
◦大抽せん会
◦模擬店　　など

体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぼ
う

「サンアリーナ」
バス

朝熊 IC

朝熊東 IC

サンアリーナ

臨時駐車場

二見光の街

伊勢二
見鳥羽

ライン

今
年
も
、
環
境
フ
ェ
ア
と
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。



伊勢市の“ごみ”ってどうなっているの？ そして、その行方は？
　平成29年度中に市内で出されたごみの量は5万 1,214トンで、そのうち資源として再利用された
割合（資源化率）は15.74％でした。
　燃えるごみの中には、資源として再利用できたにもかかわらず、捨てられてしまった資源物もあり
ます。これらを分別し資源物として出せば、資源化率はもっと上がり、ごみ焼却の費用も抑えられます。
　下図は、回収された燃えるごみや資源物がどのように処理されるのかを表したもので
す。さまざまな用途にリサイクルされたり、燃えるごみが焼却された後に残った灰も道
路舗装用資材などに使われています。
　限りある資源を有効に活用し続けるため、今後もごみの分別にご協力をお願いします。

　プラスチックは、軽くて丈夫で安価な素材として多くの製品に加工されているけれど、日本全体で年

間約 900 万トンのプラスチックごみを排出しているんだ。そのうち約 7 割の輸出先だった中国が受け入

れ拒否をしたことで、日本のプラスチックごみは行き場をなくしています。世界中でプラス

チックごみへの規制が厳しくなる中、次の輸出先を探すんじゃなく、自分たちが出したごみ

は自分たちで処理しなくちゃダメなんだね。

　ボクたちにできることは、資源物をしっかり分別することと、レジ袋やペットボトル、ス

トローなどのいわゆる“使い捨てプラスチック製品”の利用自体を減らしていくことだね。

あおかもしの独り言

燃えるごみ

粗大ごみ

缶・金属類

紙・布類

てんぷら油

コンクリート、瓦、れんがなど

溶融スラグなどの道路舗装用資材

鉄、アルミニウム（工業用原材料）
各種工業用原材料

再生紙、トイレットペーパー、段ボール原紙など

ウエス、古着（再利用）

公衆浴場のたきつけ燃料

再生砕石など一時保管

破砕不燃残渣
破砕困難物
鉄、アルミニウム
燃えるごみ

破砕
・
分別

焼却灰焼却

投棄場

清掃工場

古紙問屋

小型家電 一時保管 鉄・アルミ・銅・非鉄金属、プラスチック（原材料）

びん（再利用）、土木資材選別資源びん
繊維製品・卵パックの原材料ペットボトル 一時保管
文具類・日用雑貨などのプラスチック製品の原材料プラスチック製容器包装 圧縮梱包

ガラス・くずびん類、陶磁器類 コンクリート製品、土木資材など一時保管

亜鉛、鉄（工業用原材料）一時保管乾電池
水銀（蛍光管などの原材料）、その他の製品（断熱材など）破砕（蛍光管）

一時保管（鏡）蛍光管、鏡

￥

レシート

￥

レシート

￥

レシート

どなたでも参加できます

総合型地域スポーツクラブ交流・PR 事業  スポレク教室 スポーツ課
（☎22－7895　 23－8641）

厚生総合型スポーツクラブ
※参加費は当日持参してください。
※�駐車場に限りがあります。可能な
限り徒歩または自転車で、車の場
合は乗り合わせでお越しください。

※�いせ健幸ポイント「行きましたポイ
ント」の対象教室です。

　【行事番号：503】

問い合わせ先　厚生総合型スポーツクラブ・
　　　　　　　藤原さん（☎090－1562－5333)、橋本さん(☎28－8383)

Ｊ
ジ ャ バ

ＡＢＡ伊勢・松阪大会第67回
スポーツ課（☎22–7891　 23–8641）

伊勢神宮奉納社会人野球

リーグ戦（伊勢・松阪会場）
伊勢会場 松阪会場

第一試合 8:30 ～ 10:00 ～
第二試合 11:00 ～ 12:30 ～
第三試合 13:30 ～ －

開催日　10月 8日㈫（雨天順延）

予算額（市負担金）50万円

優勝決定トーナメント（伊勢会場）

8:30 11:00
13:30

優　勝
予選リーグ２位
（１塁側）

予選リーグ３位
（３塁側）

予選リーグ１位
（１塁側）

２位グループ１位
（３塁側）

　全国トップレベルの社会人野球チームが伊勢・松阪に集い、優勝を目指して熱い戦いを繰り広げます。
　例年、プロ野球ドラフト指名の有力候補選手も出場する、スカウトも注目の大会です。
　この機会に、ぜひハイレベルなプレーを楽しんでください。

と　き　10 月 4 日㈮から５日間（雨天順延）
ところ　伊勢会場…ダイムスタジアム伊勢
　　　　　　　　　（倉田山公園野球場）
　　　　松阪会場…�県 営 松 阪 野 球 場（10 月

5日㈯から３日間〈雨天順
延〉）〔松阪市立野町 1370〕

入場料　無料
※�詳しくは、公益財団法人�日本野球連盟のホー
ムページ（ http://www.jaba.or.jp）をご
覧ください。

出場チーム
〈東海地区連盟〉
王子（愛知）、JR 東海（愛知）、東邦ガス（愛知）、
トヨタ自動車（愛知）、Honda 鈴鹿（三重）、
永和商事ウイング（三重）

〈近畿地区連盟〉
日本新薬（京都）、日本生命（大阪）

〈関東地区連盟〉
Honda（埼玉）、鷺宮製作所（東京）、東芝（神奈川）

〈北信越地区連盟〉日本選手権大会代表チーム

と　き　10月5日㈯・11月2日㈯・12月7日㈯、19:00 ～ 20:30
ところ　厚生中学校・体育館
対　象　市内在住の人
内　容　太極拳教室
講　師　近田�菊江さん（五十鈴太極拳の会�所属）
料　金　200円（市内の総合型地域スポーツクラブ会員は会員証持参にて50円）
申し込み　不要（直接お越しください）
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ペ
ッ
ト
は
最
期
ま
で
愛
情
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　
動
物
愛
護
週
間
は
、
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い
て
の
関

心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
動
物
は
、
人
間
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
し
か
し

一
部
で
は
、
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼
い
主
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
週
間
を
機
会
に
、
飼
っ
て
い
る
動
物
、
身
近
に
い
る
動
物

た
ち
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
動
物
に
対
す
る
虐
待
行
為
な

ど
に
よ
り
、
動
物
が
苦
し
ん
だ

り
す
る
問
題
や
、
鳴
き
声
や
臭

い
な
ど
に
よ
っ
て
周
辺
に
迷
惑

を
掛
け
て
し
ま
う
問
題
が
数
多

く
生
じ
て
い
ま
す
。

　
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
で
は
、
飼
い
主

に
は
、
そ
の
動
物
が
命
を
終
え

る
ま
で
適
切
に
飼し

養よ
う
す
る
「
終

生
飼
養
」
の
責
任
が
あ
る
こ
と

が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
を
飼
う
と
き
に
は
、
次

の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦��

近
所
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ

う
な
飼
育
環
境
で
す
か
？

◦��

家
族
は
動
物
を
飼
う
こ
と
に

賛
成
し
て
い
ま
す
か
？

◦��

動
物
が
高
齢
に
な
っ
て
も
介

護
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す

か
？

◦��

食し
ょ
く

餌じ

や
ト
イ
レ
の
管
理
は
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

◦�

正
し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
？

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う

場
合
、
生
涯
に
一
度
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
（
毎

年
４
～
６
月
の
間
）
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

集
合
注
射
会
場
や
市
が
委
託
し

て
い
る
動
物
病
院
で
登
録
・
注
射

を
し
た
場
合
は
、
そ
の
場
で
鑑

札
・
注
射
済
票
を
交
付
し
ま
す
。

　
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
低
下
が
原

因
と
な
っ
て
、
市
や
保
健
所
へ

寄
せ
ら
れ
る
苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
あ
り
ま
す
。
人
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
こ
と
は
、
飼
い
主

の
義
務
で
す
。

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

犬
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
、

無
駄
ぼ
え
な
ど
を
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
十
分
な
散

歩
や
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　
屋
外
に
は
、
交
通
事
故
を
は

じ
め
、
猫
同
士
の
け
ん
か
や
接

触
か
ら
感
染
症
に
罹り

患か
ん

す
る
な

ど
、
危
険
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
飼
い
猫
が
こ
れ
ら
の
危
険
に

遭
遇
し
た
場
合
、
命
を
落
と
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
住
民
に
、
ふ
ん

尿
な
ど
で
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

も
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
た
め
に

も
、猫
は
家
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

犬
や
猫
の
ト
イ
レ

　

犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
自
宅

で
処
分
し
、
尿
は
水
で
流
す
な

ど
の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
つ
け
次
第
で
、
外
で
排
せ

つ
せ
ず
、
自
宅
の
一
定
の
場
所

（
ト
イ
レ
）
で
排
せ
つ
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
大
規
模
な
災
害
時
に
は
、
飼

い
主
が
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
避
難
所
の
限
ら
れ

た
空
間
で
は
、
動
物
の
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
人
や
、
動
物
が
苦

手
な
人
な
ど
も
避
難
し
て
い
る

た
め
、
自
宅
に
い
る
と
き
と
同

じ
飼
い
方
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
ペ
ッ
ト
に

関
す
る
避
難
・
救
援
な
ど
を
ま

と
め
た
「
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対

策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
る
他
、
市
内
の
動
物
病
院
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
ろ
う

　
普
段
か
ら
、
災
害
時
の
ペ
ッ

ト
と
の
同
行
避
難
に
つ
い
て
考

え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
犬
・
猫
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス

の
な
い
生
活
に
す
る
と
と
も
に
、

不
幸
な
捨
て
犬
・
捨
て
猫
を
減

ら
す
た
め
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
犬
や
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
を
行
っ
た
人
に
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
手
術
後
60
日
以
内
（
２
～
３

月
の
手
術
の
場
合
は
３
月
末
ま

で
）
に
、
申
請
書
を
環
境
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
へ
の
備
え

犬
を
飼
う
と
き
は

犬
…
雄
３
０
０
０
円

　
　
雌
４
０
０
０
円

猫
…
雄
２
５
０
０
円

　
　
雌
３
５
０
０
円

動
物
愛
護
に
か
か
る
予
算
額　

３
８
２
万
９
千
円

９
月
20
日
～
26
日
は

犬
猫
不
妊
去
勢
手
術
費
助
成
金

助
成
金
額

動
物
愛
護
週
間
で
す

※�

犬
の
場
合
、
伊
勢
市
に
登
録
が

あ
り
、
申
請
日
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
１
年
以
内
に
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
動
物
を
飼
う
人
へ
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　この運動は、住民の皆さんの防犯意識を向上させ、
安全で安心なまちづくりの実現を図ることを目的と
して、昭和52年から毎年実施しています。
　三重県防犯協会をはじめ、地域安全に関係する機
関・団体・警察が期間を定めて運動を強化すること
により、防犯意識の浸透と定着、また、関係機関の
相互連携の一層の緊密化を図ります。
　市でも、10月 13日㈰の伊勢まつり会場で、伊勢
度会地区生活安全協会・警察・自主防犯団体などと
連携して「地域安全展」を開催し、犯罪被害防止の
啓発活動を実施します。
　また、今年は自主防犯団体連絡会の会員とともに
「伊勢まつりパレード」に参加し、安全で安心なまち
づくりについて広報・啓発を行う予定です。

昨年の伊勢まつり「地域安全展」ブースの様子と
自主防犯団体連絡会会員

危機管理課（☎ 21 － 5524　 20 － 3151）

障がい福祉課（☎ 21 － 5558　 20 － 8555）障害者差別解消法
～障がいのある人もない人も共に生きる社会の実現に向けて～

◦車いすの人が乗り物に乗るときに手助けをする
◦映像資料に手話や字幕を付ける
◦障がいのある人の障がい特性に応じた手段（筆談・読み上げなど）で対応する

※１　�障がいのある人にとって、日常生活や社会生活を送る上で障壁となるもの。例えば、利用しづらい設備・施
設や制度、障がいのある人を意識していない慣習・文化、障がいのある人への偏見など。

※２　�どのような配慮が合理的配慮に該当するかは、個別のケースで異なります。例えば、次のようなことは合理
的配慮になります。

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（通称 : 障害者差別解消法〔平成 28年４月１日施行〕）
は、全ての国民が、障がいの有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を
尊重し合いながら共生する社会の実現を目的としています。

�不当な差別的取り扱い
　正当な理由もなく、障がいがあるということを理由に
サービスなどの提供を拒否したり、制限したりすること
など。
�合理的配慮の不提供
　障がいのある人から何らかの配慮を求められた場合、負担になり過ぎない範囲で、社会的障壁※１を取り
除くために必要な合理的な配慮※２を行わないこと。

〈事例〉「車いすなので店には入れない」な
どは、障がいのない人と違う扱いをしている
ので「不当な差別的取り扱い」と考えられま
す。ただし、他に方法がない場合などは、例
外になることがあります。

10月11日～20日 全国地域安全運動を実施します

障害者差別解消法のポイント
　この法律では、「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮の不提供」が禁止されています。
　※�民間事業者での合理的配慮の提供は、努力義務です。

犯罪被害に遭わないために !

交際しない＋
利用しない
恐れない
金を出さない

特殊詐欺の被害防止
　振り込め詐欺や架空請求詐欺などの「特殊
詐欺」は、さまざまな手口で、皆さんのとこ
ろに不意に飛び込んできます。家族を名乗る
急な電話や不審な内容の郵便物は、内容をうのみにせ
ず、不審と思う場合は、すぐに警察や家族に相談しま
しょう。
空き巣などの侵入犯罪の被害防止
　地域内や自宅付近の環境を整備し、泥棒が入りにく
い環境を、まちぐるみでつくりましょう。
乗り物・車内の貴重品・農機具などの盗難防止
　車内の見える所に貴重品やバッグ類を放置せず、ほ
んの一瞬でも車を離れるときは、キーを抜き施錠しま
しょう。
　農機具などの倉庫にも、複数の施錠をして、盗難に
注意しましょう。

暴力・暴力団などの反社会的勢力の排除
三ない運動プラス１

5 4広報いせ 令和元年９月15日号 広報いせ 令和元年９月15日号



※�地域のグループや自治会・企業・団体・学校などを対象とした養成講座も
行っています。詳しくは、同課へ問い合わせてください。

　認知症になっても、住み慣れた場所で自分らしく生きたいと思うことは、誰もの共通の願いでは
ないでしょうか。
　市では、認知症の人やその家族にやさしいまちづくりを目指して、認知症に関する正しい知識の
普及や、気軽に相談できる体制づくりなど、さまざまな取り組みを進めています。

　1994年、「国際アルツハイマー病協会」は世界保健機関（ＷＨＯ）と共同で
毎年９月 21 日を「世界アルツハイマーデー」と制定し、この日を中心に
アルツハイマー病の啓

けい
蒙
もう
を行っています。

　また、９月を「世界アルツハイマー月間」として、全国各地で認知症への理
解を呼び掛けています。
　市でも、さまざまな取り組みを行いますので、紹介します。

と　き　９月 14日㈯～ 30日㈪（休館日を除く）
内　容　認知症に関する書籍の企画展示を行います。
　　　　認知症に関する本人向け、家族向け、認知症介護に関する書籍などを紹介します。

◇９月 20 日㈮ 13:30 ～ 15:00
　ところ　小俣図書館 ･２階�会議室
　定　員　30人《申込受付中》
◇ 10 月 24 日㈭ 13:30 ～ 15:00
　ところ　伊勢図書館 ･２階�視聴覚室
　定　員　30人《10月 1日㈫から申込受付開始》

　｢認知症サポーター｣ とは、認知症について正しい知識を持ち、
認知症の人やその家族を温かく見守る応援者です。
　市では、支援の輪を広げるために「認知症サポーター養成講座」
を開催しています。講座では、認知症の理解を深め、認知症の人
への関わり方などを学ぶことができます。

9,395 人の認知症サポーターが
誕生しています。そのうち、1,523
人はキッズサポーターです
（７月末現在）

アルツハイマー型認知症
は、認知症の中で最も多い
タイプの認知症です。

※同施設では、認知症に関する常設コーナーもありますので利用してください。

～支え支えられ、認知症とともに笑顔で暮らす伊勢市～
認知症の人にやさしいまちを目指して

地域で支えよう！　認知症サポーター養成講座

講座の様子

９月 21 日は世界アルツハイマーデー

伊勢・小俣図書館での「認知症に関する企画展示」

〔認知症あんしんガイドブック〕
認知症に関するサービスや、認知症に関する基礎知識
などの情報を掲載した冊子です。

伊勢市
〔認知症あんしんガイドブック〕も配布しています。

高齢者支援課（☎21ー５５８３　 20ー８５５５）
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伊勢のまちをランナーが駆け抜けます

皆さんの応援をお願いします！

　認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを目指して、認知症の人もそうでない人も、タスキ
をリレーして日本を縦断するイベント「ＲＵＮ伴」が今年も開催されます。

認知症かな？と思ったら ～気軽に相談してください～
　認知症は、早期発見・早期診断・早期治療が重要です。
　認知症の中には、早期に治療すれば治せるものもあります。

【認知症に関する身近な相談】
◇高齢者支援課　　�☎ 21－5583
◇地域包括支援センター
　伊勢市�東地域包括支援センター　　☎ 44－1165
　伊勢市�中部地域包括支援センター　☎ 27－2424
　伊勢市�南地域包括支援センター　　☎ 21－0080
　伊勢市�西地域包括支援センター　　☎ 20－5055

【もの忘れ相談チームによる相談（認知症初期集中支援チーム）】
　認知症に関する医師のアドバイスを受けながら、保
健師や社会福祉士などが家庭訪問などを行って、認知
症の人やその家族に関わり、治療や日頃の対応に向け
た支援を行います。
◇高齢者支援課　☎ 21－5583

【認知症に関する専門的な相談】
　もの忘れが気になり始めたら、まずかかりつけ医に
相談してください。必要に応じ、かかりつけ医から認
知症サポート医や認知症疾患医療センターを紹介しま
す。認知症疾患医療センターは、認知症の専門相談や
専門医療の提供などを行います。
◇伊勢志摩区域連携型認知症疾患医療センター
　いせ山川クリニック　☎ 31－0031

【若年性認知症に関する電話相談】
　若年性認知症に関する相談を、三重県若年性認知症
支援コーディネーターがお受けし、本人や家族の支援
をワンストップで行います。
◇イトーファーマシー（若年性認知症電話相談）
　☎ 090－5459－0960

☆早期治療で改善が期待できる場合があります
☆進行を遅らせることが可能な場合があります
☆今後のさまざまな準備をすることができます

広
告

「Ｒ
ラ　ン

ＵＮ伴
と も

 2019 ＭＩＥ」をみんなで応援しましょう！

認知症に関する相談

　RUN伴は、認知症に関する啓発や、認知症の人や家族・
支援者・地域がつながるきっかけづくりとして開催される
全国的なイベントです。
　思いの詰まったタスキを「つなぐ」ことを目的とし、走
るだけでなく、歩いたり、車いすでの参加などさまざまです。

ガンバレー１日目：10月 19日㈯　ゴール：市役所（16：20頃）
２日目：10月 24日㈭　スタート：県伊勢庁舎（8：45頃）
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健
康
づ
く
り
通
信

～ 
み
ん
な
笑
顔　

伊
勢
の
元
気
人 

～

健
康
課（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
）

［
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
］

（
☎
27－

２
４
３
５　

21－

０
６
８
３
） 

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
初
め
て
の
育

児
。さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
、

２
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
伊
勢
市
で
一
緒

に
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
！

と
き　
10
月
5
日
㈯
、
９
時
30
分

～
12
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
初
妊
婦
と
夫

内
容　
沐も
く

浴よ
く

体
験
、
妊
婦
模
擬
体

験
、
保
健
師
・
助
産
師
の
話
な
ど

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
同
課
へ

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
と
し
て
、

健
康
テ
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
は
、
追
加
測
定
機

器
を
用
意
し
ま
す
。

と
き　
10
月
９
日
㈬
～
11
日
㈮
、

10
時
～
16
時
（
受
け
付
け
は
15
時

30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・

健
康
テ
ラ
ス

対
象　
市
内
在
住
の
人

追
加
測
定
機
器　
内
臓
脂
肪
計
、

足
指
測
定
器

※�

足
指
測
定
器
は
素
足
で
測
定
し

ま
す
の
で
、
靴
下
な
ど
脱
ぎ
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

～
マ
マ
安
心
サ
ポ
ー
ト
い
せ
～

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
！

健
康
テ
ラ
ス
の
ご
案
内

　
無
理
な
く
手
軽
に
で
き
る
運
動

と
し
て
お
す
す
め
な
の
が
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。「
健
康
の
日
」
に

安
全
で
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　
10
月
11
日
㈮
、
13
時
30
分

～
15
時

と
こ
ろ　
小
俣
総
合
体
育
館

対
象　
市
内
在
住
の
人

内
容　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
健
康
増

進
効
果
に
関
す
る
講
話
、
歩
き
方

の
実
技
講
習

講
師　

叶�

俊
文
さ
ん
（
皇
學
館

大
学
教
育
学
部
教
授
）

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　
傷
害
保
険
料
10
円
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
室
内
用
の
運
動
靴

申
し
込
み　

９
月
17
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課
へ

　
シ
ニ
ア
世
代
が
気
に
な
る
健
康

づ
く
り
の
話
題
の
中
か
ら
、
今
回

は
「
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
つ
け
て
転

倒
し
な
い
体
を
つ
く
ろ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
楽
し
く
学
び
ま
す
。

と
き　
10
月
15
日
㈫
、
９
時
30
分

～
11
時

と
こ
ろ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
人

内
容　
理
学
療
法
士
に
よ
る
話
、

ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
実
践
、
い
せ
し
健
康
体

操
（
基
本
座
位
編
）

定
員　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

持
ち
物　
傷
害
保
険
料
10
円
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き
る

服
装
・
靴
、
運
動
マ
ッ
ト
（
持
っ

て
い
る
人
）

申
し
込
み　

９
月
17
日
㈫
か
ら
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
課
へ

※�

同
課
が
開
催
す
る
転
倒
骨
折
予

防
教
室
・
シ
ニ
ア
筋
力
ア
ッ
プ

教
室
・
筋
活
講
座
の
受
講
経
験

が
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

　
定
員
に
満
た
な
か
っ
た
日
程
を

再
度
募
集
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
募
集
人
数　
下

表
の
と
お
り

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
30

歳
以
上
の
人
（
１
年
度
に
１
回
の

み
）

検
診
内
容　
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
）

料
金　
１
６
０
０
円
（
満
70
歳
以

上
の
人
は
無
料
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
手

帳
（
持
っ
て
い
る
人
）、
乳
が
ん

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
（
持
っ
て
い
る

人
）

申
し
込
み　
検
診
名・検
診
日
時・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
健
康
課
へ

※�

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ
ン

が
入
っ
て
い
る
人
、
妊
娠
中
・

妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、
母

乳
が
少
し
で
も
出
て
い
る
人
は

受
診
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
集
団
検
診
の

追
加
募
集

な
る
ほ
ど
納
得
！

シ
ニ
ア
健
康
講
座

乳がん集団検診の追加募集 （8月 20日時点）

�受付時間　午前の部：��9:30 ～ 11:00
�　　　　　午後の部：13:00 ～ 15:00

とき ところ
募集人数（先着順）
午　前 午　後

10月10日㈭ 二見老人福祉センター ― ���4人
11月��8日㈮ 小俣保健センター ― 15人
11月22日㈮ 小俣保健センター 20人 33人
12月13日㈮ ハートプラザみその ���７人 27人
12月16日㈪ 中央保健センター 20人 19人

バス「伊勢市立
    図書館前」

「
健
康
の
日
」
に
お
け
る

啓
発
事
業

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
健
康
講
座
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健康づくり通信

◦さつまいも 100g
◦卵 1個
◦りんご 小1/4個

◦ごま油 小さじ1
◦塩 1ｇ
◦こしょう 少々

家庭で実践！食物繊維たっぷりレシピ

焼き芋サラダ
材料（2 人分）

作り方
❶さつまいもはアルミ箔

はく
で包み、180℃のオーブンで 40～

50分加熱する。竹串を刺して、すっと通るまで加熱する。
❷❶を食べやすい大きさに切る。
❸卵はゆで卵にする。りんごはすりおろす。
❹ボウルに❷とゆで卵を入れ、スプーンで粗くつぶし、すり
おろしたりんごとごま油、塩、こしょうを加えて全体をさっ
くりと混ぜ合わせる。

１人分の
栄養価

149 kcal 
◦たんぱく質　3.6g　◦脂質 4.9g
◦炭水化物　 22.7g　◦塩分 0.6g
◦食物繊維　   2.1g

cooking

低カロリー・バランス食

家 庭 実 践で

健康課（☎27– 2435　 21–0683）

市のホームページで、バックナンバーや「季節の野菜レシピ動画」を見ることができます。 ※治療中の人は、医師の指示を守ってください。

低カロリー・バランス食レシピ　伊勢市 検 索 季節の野菜レシピ動画　伊勢市 検 索

食物繊維には水に溶けるタイプ（水溶性）と溶けないタイプ（不溶性）があります。
・水溶性食物繊維…野菜、果実、きのこ、海藻�など
　　　　　　　　　糖や脂肪の吸収を緩やかにするため、肥満や糖尿病、動脈硬化の予防に役立ちます。
・不溶性食物繊維…穀類、野菜、豆類�など
　　　　　　　　　有害物質を体外へ排出するため、便秘の改善、大腸がんの予防に役立ちます。

生活習慣病予防に欠かせない食物繊維 ● 食物繊維の摂取目標量は成人
男性で20ｇ/日・成人女性で
18ｇ/日です。(2015年食事摂
取基準より)

　 水溶性・不溶性それぞれに役
割が異なるので、さまざまな
食品から食物繊維を取るよう
にしましょう。

伊勢総合病院（☎23– 5111　 27– 2315）
伊勢赤十字病院（☎28– 2171　 28– 2965）
県立志摩病院（☎0599– 43– 0501　 0599– 43– 2507）

骨と関節の日 
　市民公開講座
　10月８日の「骨と関節の日」にちなみ、伊勢総合病院・伊勢赤十字病院・県立志摩病院の
整形外科が共同で、市民公開講座を開催します。
と　き　９月 22日㈰、① 12時 30分～ 14時・② 14時～ 15時・③ 15時～ 16時
ところ　ハートプラザみその
内　容　�①骨密度測定・ＦＲＡＸ（フラックス）（骨折リスク評価）
　　　　②特別講演「骨粗しょう症に伴う骨折とロコモティブシンドローム」
　　　　　（講師：原�隆久〔伊勢総合病院院長〕、座長：田島�正稔さん〔県立志摩病院副院長〕）
　　　　③健康相談
※�ロコモティブシンドロームとは、運動器の機能が低下し、要介護や寝たきりになる危険性が高い状態に
なることです。
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業者から「古い靴などはないか」と電話があり、訪問されて起きるトラブルが多数あります。

　業者に次の①②の言葉で誘われ、承諾すると、被害に遭うきっかけとなる場合があります。

～～～ 分からないことは、消費生活センターに相談を！！ ～～～

①電話・玄関前での誘いの言葉
　・「いらない物は、ありませんか」「貴金属の査定を無料でします」
　・「玄関の前に置いてある物は、不用品であれば後の者が取りに来ます」
②業者に不用品（古い靴など）を引き渡した後の誘いの言葉
　・「今の時期、貴金属などの高価な物の方がお得です」「査定だけでも…」
　・「高価買い取りが可能なので、会社に持ち帰り査定します」

◆電話の場合…早く断り、しつこい勧誘相手には、こちらから電話を切りましょう。
◆訪問の場合…ドアを開けずに用件を聞き、「お断りします」ときっぱり断りましょう。
1、断り方のコツ…声を出して言ってみましょう！
　・「お断りします」「いりません」「電話を掛けてこないでください」「電話を切ります」
　・「契約しません」「お帰りください」「興味がありません」など
2、売るつもりのない貴金属やブランド品などを安易に見せないようにしましょう。
3、売却希望をする場合、事前に、事業者の住所・名称・連絡先・担当者の氏名
　��などを確認しましょう。※存在する会社か、必ず確認しましょう。
4、消費者を保護するためのルールが法律で定められています。
　①売却した場合
　　契約書面の交付を受けましょう。購入業者は、右の事項を
　　記載した契約書面を消費者に交付する義務があります。
　※後で、業者との交渉で必要になる場合があるので、受け取った書面は大切に保管しましょう。
　②売却品の返却を希望する場合
　　クーリング・オフ制度を利用しましょう。
5、訪問業者の対応は、できる限り
　��2 人以上で行いましょう。

貴金属などの訪問押し買い（訪問購入）にご注意 !!

教えて
シリーズ消費生活

相談員さん
伊勢市消費生活センター
       （☎21–5717　 22–5014）
予算額 865 万 2 千円（うち県補助 10 万円）

Aさん宅に電話がありました。
　自宅に「欠けた皿」が何枚かあったので、業者に自宅へ来ても
らうことにしました。　
　業者が自宅へ引き取りに来たので、「欠けた皿」を渡したところ、
業者は玄関に座り込んで、次のような話をしてきました。

と再三、断りました。

と怒鳴り、玄関に居座り続けたため、Aさんは「110番」に電話をしました。

使い古した靴か、
欠けた皿は、ありませんか

これだけでは、帰ることができない。指輪かネックレスの1個か2個は、あるだろう。
出してもらうまでは帰らない

指輪などが出てくるまで帰らない。
家の中を探して出せ !

貴金属はない。皿を持って帰ってほしい

業者に貴金属を渡すと、買い取
りを承諾するまで帰らない場合
があります。

業者がいつまでも居座る場合は、安全な
ところから「110 番」をしましょう。

「いいです」「結講です」
「考えておきます」
などのあいまいな断り方
は、ダメ !!

店頭で直接、確認できる
地元の業者をお勧めしま
す。

物品の種類や特徴、購入価格、クーリング・
オフの説明事項、契約の年月日など

8日間以内に書面で業者に申し入れをすることで、
無条件で契約解除をすることができます。

断るときは、
はっきりと !!

業者

Aさん

事例（手口）

＜業者の誘い言葉＞

不要であれば、きっぱり断りましょう。＜一言アドバイス＞
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オイリュトミー体験会
いせしまオイリュトミー・松本さん

（☎090－2578－6408　 24－2102）
時 �9月10日㈫・20日㈮・10月1日㈫、14:00 ～ 15:00
所 �尾崎咢堂記念館・2階　内 �シュタイナー教育の必須科目で
ある身体芸術オイリュトミーの体験会を月3回ほど開催していま
す。小学生から高齢者まで参加できます　料 �1,000円　申 �事
前にEメールで松本さん（ shimajapan713@gmail.com）へ

ストリートフェスinめいりん
明倫地区まちづくり協議会

（☎64－8246　 64－8247）
時�9月21日㈯、13:30 ～ 19:00
所�明倫商店街周辺
内�路上音楽ライブ…16組の演奏・和太鼓・よさこい・伊
勢音頭、縁日…スタンプラリー・ミニSL・かき氷・駄菓子・
くじ引きなど

不動産鑑定士による無料相談会
一般社団法人 三重県不動産鑑定士協会

（☎059－229－3671　 059－229－3648）
時�10月１日㈫、9:30 ～ 15:30（12:00 ～ 13:00を除く）
所�市役所本館・2階�2ー2会議室
内�地価・地代・家賃・土地利用に関する相談　申�不要

旧重
ちょうよう

陽節
せ っ く

句茶会
皇學館大学 煎茶道部（☎080－4236－3026）
時�10月6日㈰、10:00 ～ 15:30
所�皇學館大学・記念館
内�茶席：玉露、煎茶、菊

きく
酒
しゅ

申�不要

楽しく学ぼう 高齢者介護講座
伊勢赤十字老人保健施設 虹の苑

（☎27－5015　 20－5060）
時�①10月9日㈬・②23日㈬、10:00 ～ 11:30
所�虹の苑・介護教室（御薗町高向775ー1）
内�①ポイントつかんでらくらく介護、②排泄ケアを見直
そう　定�各20人（先着順）　申�事前に虹の苑へ

中国語・中級講座
伊勢嵩

すう
山
ざん

友好会（☎・ 25－3922）
時�10月～令和2年3月の第2・4火曜日、19:00 ～ 20:30
所�珪

けい
田
でん
院
いん
（朝熊町1436）　内�中国語を習ったことのある

人、一緒に勉強しませんか。皇學館大学留学生が３ヵ月交
代で創意を凝らして楽しく教えてくれます
定�15人（先着順）　料�月額1,000円　申�同会へ

このコーナーは、国・県・市または教育委員会が共催・後援などをするイベント情報を
案内するコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。イベント掲示板

　このコーナーは、市民団体などの皆さんが、イベント案内や会員募集などに利用でき
るコーナーです。参加費などの記載のないものは無料です。みんなの広場

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員
料料金　申申し込み

11月15日号＝9月30日㈪　12月1日号＝10月15日㈫
掲載申し込み締め切り

イベント掲示板＆みんなの広場

皇學館大学 月例文化講座
皇學館大学 企画部 地域連携推進室

（☎22－8635　 27－1704〔代表〕）
時�10月5日㈯、14:00 ～ 15:30
所�皇學館大学・2号館231教室
内�「『日本書紀』にみる即位と大嘗祭」大島�信生さん（国文
学科教授）
申�不要

建築住宅課（☎21– 5597　 21–5585）
　市では、市内にある空家などの利活用を促進させる
ため、「空家バンク制度」を運用しています。令和元
年7月末現在、売却や賃貸借を希望する物件が18件、
物件の利用希望に90件の登録があります。また、こ
れまでに12件が成約しています。空家を所有する人
や探している人は、ぜひ検討してください。
　なお、現在は特に賃貸借の物件登録が少ないため、
空家を賃貸したい人の積極的な登録
をお待ちしています。
　詳しくは同課に問い合わせるか、
市のホームページをご覧ください。

空家バンクに
登録してみませんか？
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詳しくは、市のホームページをご覧ください。

相談してください！その悩み⇒「広報いせ」毎月１日号　
最終ページ裏面の相談先へ

こころの健康づくり 伊勢市 検 索

～周りのみんなができること～

専門機関へつないだ後も
寄り添い支えましょう。

自殺予防のための８アクション

健康課（☎ 27 ー 2435　 21 ー 0683）

その４  見守る

いつもそばに
いるからね。

いつでも相談してね。



三
重
県
立
看
護
大
学

地
域
推
薦
希
望
者
を
募
集

伊
勢
総
合
病
院
経
営
企
画
課

（
☎
63
―
９
０
５
３ 

 

27
―
２
３
１
５
）

　
県
立
看
護
大
学
へ
の
入
学
を
志

望
す
る
人
を
対
象
に
、
地
域
推
薦

を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
推
薦
制
度
と
は
、
伊
勢
総

合
病
院
で
就
業
す
る
こ
と
を
要
件

に
、
市
が
同
大
学
の
地
域
推
薦
入

学
受
験
者
に
対
し
て
推
薦
を
与
え

る
制
度
で
す
。

　
入
学
す
る
た
め
に
は
、
大
学
の

推
薦
入
学
試
験
に
合
格
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
、

学
校
長
が
責
任
を
持
っ
て
推
薦
で

き
る
人

◦�

伊
勢
総
合
病
院
に
４
年
以
上
就

業
す
る
強
い
意
志
が
あ
る

◦�

令
和
２
年
３
月
に
高
等
学
校（
県

内
の
高
等
学
校
に
限
ら
な
い
）

を
卒
業
見
込
み
で
あ
る

◦�

調
査
書
の
国
語
、
数
学
、
外
国

選
抜
要
項「
地
域
推
薦
入
試
Ｂ
」

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
日　
10
月
中
旬
頃
（
応
募
者

に
後
日
連
絡
）

選
考
方
法　
面
接
・
作
文
の
提
出

三
重
県
立
看
護
大
学
の
試
験
日
程

出
願
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
５
日

㈫（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
み
）

試
験
日　
11
月
16
日
㈯

合
格
発
表
日　
11
月
22
日
㈮

工
場
立
地
法
に
基
づ
く
準
則

を
定
め
る
条
例（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
６
３
３ 

 

21
―
５
６
５
１
）

　
市
で
は
、
工
場
へ
の
再
投
資
に

よ
る
活
性
化
お
よ
び
市
内
へ
の
企

業
立
地
の
た
め
、
緑
地
面
積
率
な

ど
を
緩
和
す
る
「
伊
勢
市
工
場
立

地
法
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条

例
」
の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
17
日
㈫
～
10
月

16
日
㈬
（
必
着
）

提
出
資
格　
市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

提
出
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
意
見
を
記
入
（
様
式
は
自

由
）
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒

５
１
６
ー
８
６
０
１
岩
渕
１
丁
目

７
ー

29
、

syoko@
city.ise.

m
ie.jp�

）
へ

案
の
閲
覧

　

案
は
、
意
見
募
集
の
期
間
中
、

同
課
、
総
務
課
、
市
役
所
本
館
・

１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
、
各
支
所
、
伊
勢
図

書
館
、
小
俣
図
書
館
、
い
せ
ト
ピ

ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

「
伊
勢
市
を
美
し
く
す
る
条
例
」

改
正（
案
）へ
の
意
見
を
募
集

清
掃
課

（
☎
37
―
１
４
４
３ 

 

37
―
０
１
８
９
）

　
市
で
は
、
分
煙
政
策
を
進
め
る

こ
と
で
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
が

共
に
安
全
で
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
現
在

の
条
例
に「
路
上
喫
煙
の
禁
止
」

の
項
目
を
新
た
に
追
加
す
る
た
め
、

条
例
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
17
日
㈫
～
10
月

16
日
㈬
（
必
着
）

提
出
資
格　
市
内
に
在
住
ま
た
は

語
、
理
科
、
地
理
歴
史
・
公
民

の
評
定
平
均
値
が
4.3
以
上
で
あ

る（
評
定
平
均
の
計
算
方
法
は
、

同
大
学
の
令
和
２
年
度
入
学
者

選
抜
要
項「
地
域
推
薦
入
試
Ｂ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◦�
高
等
学
校
で
、
化
学
基
礎
と
生

物
基
礎
の
両
方
を
履
修
し
て
お

り
、
か
つ
化
学
ま
た
は
生
物
を

履
修
し
て
い
る

◦�

合
格
し
た
場
合
、
同
大
学
に
必

ず
入
学
す
る
こ
と
を
確
約
で
き

る
推
薦
人
数　
若
干
人

申
込
方
法　
９
月
26
日
㈭
ま
で
に
、

学
校
長
に
よ
る
市
長
宛
の
推
薦
依

頼
書
、
学
校
所
定
の
調
査
書
、
受

験
者
本
人
の
志
望
動
機
の
作
文（
８

０
０
字
程
度
）、
返
信
用
封
筒
２

通
（
長
形
３
号
〔
通
知
書
送
付
先

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
82
円

切
手
を
貼
付
〕）
を
、
直
接
同
課

（
〒
５
１
６
ー
０
０
１
４
楠
部
町

３
０
３
８
）
へ

※�

在
学
し
て
い
る
高
等
学
校
に
相

談
を
し
た
上
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※�

地
域
推
薦
の
内
容
は
、
入
学
者

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
、
お
よ

び
利
害
関
係
者

提
出
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
意
見
を
記
入
（
様
式
は
自

由
）し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
５

１
５
ー
０
５
０
５
西
豊
浜
町
６
５

４
、seisou@

city.ise.m
ie.

jp

）
へ

案
の
閲
覧

　

案
は
、
意
見
募
集
の
期
間
中
、

同
課
、
総
務
課
、
市
役
所
本
館
・

１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
、
各
支
所
、
伊
勢
図

書
館
、
小
俣
図
書
館
、
い
せ
ト
ピ

ア
、
二
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
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募 
集

コ
ー
ナ
ー

募集講座・試験

催し物お知らせ

参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料



コーナー

障
が
い
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

商
工
労
政
課

（
☎
21
―
５
５
６
８ 

 
21
―
５
６
５
１
）

　
障
が
い
者
雇
用
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
支

援
機
関
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、障
が
い
者
雇
用
を
考
え
る
き
っ

か
け
づ
く
り
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

と
き　
10
月
18
日
㈮
、
15
時
～
16

時
30
分

と
こ
ろ　
伊
勢
商
工
会
議
所
・
４

階
中
ホ
ー
ル

対
象　
事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者定
員　
20
人

申
し
込
み　
10
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同

課
（

syoko@
city.ise.m

ie.
jp

）
へ

初
心
者
向
け

ベ
ト
ナ
ム
語
講
座

と
き　
10
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯・

11
月
２
日
㈯・16
日
㈯・30
日
㈯
、

13
時
30
分
～
15
時
（
全
５
回
）

※�

都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー・

２
階
会
議
室

講
師　
前
川
ホ
ン
ニ
ゥ
ン
さ
ん（
ベ

ト
ナ
ム
出
身
〔
市
内
在
住
〕）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
５
０
０
円
〔
同
協
会

会
員
は
２
０
０
０
円
〕（
初
回
持

参
）

申
し
込
み　
９
月
17
日
㈫
か
ら
、

電
話
で
同
事
務
局
へ

高
齢
者
の
就
業
を

支
援
す
る
た
め
の
技
能
講
習

　
同
セ
ン
タ
ー
事
業
の
家
事
援
助

の
仕
事
に
必
要
な
技
能
・
知
識
を

習
得
す
る
講
習
会
で
す
。

種
目　
生
活
支
援
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
き　
11
月
26
日
㈫
・
27
日
㈬

と
こ
ろ　
伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
西
豊
浜
町
１
４
１
ー
１
）

対
象　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、

同
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
す

る
人

内
容　
掃
除
・
整
理
整
頓
の
技
能

や
知
識
の
習
得

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
11
月
11
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

※�
こ
の
講
習
は
、
三
重
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が

主
催
す
る
高
齢
者
人
材
確
保
育

成
事
業
で
す
。

法
テ
ラ
ス
三
重

民
事
法
律
扶
助
相
談
会

法
テ
ラ
ス
三
重

（
☎
０
５
０
―

３
３
８
３
―

５
４
７
０
）

　
法
テ
ラ
ス
三
重
（
日
本
司
法
支

援
セ
ン
タ
ー
三
重
地
方
事
務
所
）

で
は
、
収
入
お
よ
び
預
貯
金
額
が

一
定
以
下
の
人
を
対
象
に
、
弁
護

士
に
よ
る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
11
日
㈮
、13
時
～
16
時

と
こ
ろ　
市
役
所
本
館
・
２
階
広

報
広
聴
課
相
談
室

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
で
法
テ
ラ
ス
三

重
へ

※�

収
入
お
よ
び
預
貯
金
額
の
要
件

は
家
族
数
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※�

申
込
時
に
収
入
状
況
な
ど
を
確

認
し
ま
す
。

広
告

市
民
交
流
課
内
・

伊
勢
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
☎
21
―
５
５
４
９ 

 

21
―
５
６
４
２
）

公
益
社
団
法
人 

伊
勢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
37
―
７
１
７
０ 

 

37
―
７
１
７
２
）

マ
マ
・
セ
ル
フ
エ
ス
テ

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー

（
☎
27
―
２
４
２
２ 

 

27
―
２
４
１
２
）

と
き　
10
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
、

10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
参
加
は

い
ず
れ
か
１
日
）

と
こ
ろ　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・

３
階

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
子
育
て
中
の
母
親

内
容　
子
育
て
が
忙
し
く
、
な
か

な
か
肌
の
手
入
れ
が
で
き
な
い
母

親
向
け
に
、
伊
勢
理
容
美
容
専
門

学
校
の
先
生
や
生
徒
の
指
導
で
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
パ
ッ
ク
と
セ
ル
フ
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す

定
員　
各
日
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

持
ち
物　
フ
ェ
ー
ス
タ
オ
ル
（
４

～
５
枚
）、
卓
上
鏡
、
ヘ
ア
バ
ン

ド
ま
た
は
ヘ
ア
ピ
ン
（
前
髪
用
）、

メ
イ
ク
道
具
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
後
に

必
要
な
人
）

申
し
込
み　
９
月
15
日
㈰
～
22
日

㈰
（
17
日
㈫
を
除
く
）
の
９
時
～

17
時
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
へ

※�

託
児（
生
後
６
ヵ
月
～
就
園
前
）

は
、
先
着
８
人
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

※�

当
日
は
薄
め
の
メ
イ
ク
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
・
試
験

催 

し 

物
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創
作
郷
土
劇　

慶け
い

光こ
う

院い
ん

清せ
い

順じ
ゅ
ん

上
人

観
光
誘
客
課

（
☎
21
―
５
５
６
５ 

 

21
―
５
６
５
１
）

　
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録
15
周

年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
宇

治
橋
を
架
け
替
え
、
外
宮
の
遷
宮

を
行
っ
た
入い

る
か鹿

（
現
在
の
熊
野
市

紀
和
町
）
出
身
の
尼
僧
で
あ
る
慶

光
院
清
順
上
人
の
創
作
郷
土
劇
を

上
演
し
ま
す
。

と
き　
10
月
５
日
㈯
、
昼
の
部
…

13
時
～
（
開
場
は
12
時
）、
夜
の

部
…
17
時
～
（
開
場
は
16
時
）

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

定
員　
各
部
３
５
０
人

入
場
料　
前
売
り
券
、
当
日
券
と

も
１
０
０
０
円

※�

前
売
り
券
が
完
売
し
た
場
合
、

当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ

ん
。

前
売
り
券
の
販
売
場
所　
観
光
誘

客
課
（
市
役
所
東
館
・
３
階
）・

伊
勢
商
工
会
議
所
（
岩
渕
１
丁
目

７
ー
17
）・
熊
野
市
観
光
協
会
（
熊

野
市
井
戸
町
６
５
６
ー
３
）

参
加
費　
男
性
２
５
０
０
円
、
女

性
１
０
０
０
円

申
込
期
限　
10
月
18
日
㈮

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

https://
w
w
w
.ise-deai.jp

）か
ら
申
し

込
み観

光
文
化
会
館 

指
定
管
理
者
自
主
事
業

ワ
ン
コ
イ
ン
ラ
イ
ブ V

ol.2

　
伊
勢
を
拠
点
に
活
躍
す
る
多
彩

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
上
質
な
音
楽
鑑
賞
の
ひ
と
と
き

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　
10
月
10
日
㈭
、
13
時
30
分
～

（
開
場
は
13
時
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
ホ
ワ
イ
エ

出
演
者　

羽は

木ぎ�
ユ
キ
さ
ん
（
サ

ッ
ク
ス
奏
者
）

入
場
料　
５
０
０
円（
全
席
自
由
）

※�

前
売
り
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
同
館
窓
口
で
入
場
料

を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

KAI BAND 45th　Anniversary 
Tour　HEROES 2019

　
圧
倒
的
な
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
る

甲
斐
バ
ン
ド
の
結
成
45
周
年
ツ
ア

ー
を
開
催
。
昭
和
を
駆
け
抜
け
た

伝
説
の
バ
ン
ド
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と
き　
12
月
８
日
㈰
、17
時
～（
開

場
は
16
時
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
前
売
り
券
…
１
万
８
０

０
円
、
当
日
券
…
１
万
２
０
０
０

円
（
全
席
指
定
）

※�

前
売
り
券
が
完
売
し
た
場
合
、

当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

就
学
前
の
子
ど
も
は
入
場
で
き

ま
せ
ん
。

前
売
り
券
の
販
売　
９
月
14
日
㈯
～
、

10
時
～
21
時

※�

９
月
14
日
㈯
は
同
館
窓
口
で
の

販
売
の
み
。
15
日
㈰
か
ら
電
話

受
け
付
け
可
（
電
話
受
け
付

け
は
、
座
席
を
選
べ
ま
せ
ん
）。

１
人
４
枚
ま
で
。

※�

前
売
り
券
は
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
な

ど
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
も
販
売

し
ま
す
。

～
秋
の
お
楽
し
み
会
～

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

２
０
１
９

い
せ
出
会
い
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
21
―
１
３
２
２ 

 

21
―
１
３
２
３
）

〔
開
設
日
時
：
水
～
土
曜
日
、
11

時
～
18
時（
水
曜
日
は
20
時
ま
で
）〕

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

交
流
会
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
職
場
の

同
僚
や
友
だ
ち
同
士
で
、
ま
た
１

人
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま

す
。

と
き　
10
月
27
日
㈰
、
10
時
30
分
～

14
時
（
受
け
付
け
は
10
時
～
）

と
こ
ろ　
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

対
象　
25
～
45
歳
の
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・�

い
せ
若
者
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

登
録
企
業
の
従
業
員

・�

い
せ
若
者
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
登
録
を
検
討
し
て
い
る

企
業
の
従
業
員

・�

市
内
ま
た
は
周
辺
地
域
に
あ
る

企
業
に
勤
務
す
る
社
会
人

内
容　
１
対
１
の
ト
ー
ク
で
気
に

な
る
相
手
と
の
会
話
を
楽
し
め
ま

す
。
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
投
票
は
行
い

ま
せ
ん
。連
絡
先
交
換
は
自
由
で
、

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
な
が
ら
交
流
が

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す

定
員　
男
女
合
わ
せ
て
40
人
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

住
友
生
命
「Vitality

」presents

竹
原
ピ
ス
ト
ル 

全
国
弾
き
語
り
ツ
ア
ー

2019

ー2020　

It's M
y Life

　
歌
手
・
俳
優
と
し
て
の
圧
倒
的

な
存
在
感
で
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持

つ
竹
原
ピ
ス
ト
ル
さ
ん
の
全
国
弾

き
語
り
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
令
和
２
年
１
月
24
日
㈮
、

19
時
～
（
開
場
は
18
時
30
分
）

と
こ
ろ　
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊
勢
・
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
４
４
０
０
円（
全
席
指
定
）

※�

小
学
生
以
上
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要
で
す
。

前
売
り
券
の
販
売　
９
月
28
日
㈯
～
、

10
時
～
21
時

※�

９
月
28
日
㈯
は
同
館
窓
口
で
の

販
売
の
み
。
29
日
㈰
か
ら
電
話

受
け
付
け
可
（
電
話
受
け
付

け
は
、
座
席
を
選
べ
ま
せ
ん
）。

１
人
４
枚
ま
で
。

※�

前
売
り
券
は
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
な

ど
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
も
販
売

し
ま
す
。

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

響
ホ
ー
ル
伊
勢

（
☎
28
―
５
１
０
５ 

 

28
―
５
１
０
６
）

羽木ユキさん

甲斐バンド

竹原ピストルさん
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コーナー

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化

市
民
交
流
課

（
☎
21
―
５
５
６
３ 

 

21
―
５
６
４
２
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
、
次
の
と
お
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の

受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、

今
後
も
こ
の

助
成
事
業
を

活
用
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成

に
努
め
て
い

き
ま
す
。

光
の
街
区
自
治
会　
テ
ン
ト
他
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備
品
の
整
備

就
学
前
障
害
児
の

発
達
支
援
の
無
償
化

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
―
５
５
５
８ 

 

20
―
８
５
５
５
）

　
10
月
１
日
㈫
か
ら
、
３
～
５
歳

も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
公
証
役
場
（
岩
渕
２
丁
目

５
ー
１
・
三
銀
日
生
ビ
ル
５
階
）

で
は
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
に
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
助
成
金

三
重
県
戦
略
企
画
総
務
課

（
☎
０
５
９
―
２
２
４
―
２
０
０
９

 

０
５
９
―
２
２
４
―
２
０
６
９
）

　
若
者
の
県
内
定
着
を
促
進
す
る

た
め
、
伊
勢
市
ほ
か
県
内
の
指
定

地
域
へ
の
居
住
な
ど
を
条
件
に
、

大
学
生
な
ど
の
奨
学
金
返
還
額
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
申
請
時
に
大
学
院
・
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
専
門
課
程
の
最
終
学
年
ま

た
は
そ
の
１
年
前
の
学
年
の
在
学

生
で
就
業
先
が
決
ま
っ
て
お
ら

ず
、
卒
業
後
に
指
定
地
域
に
定
住

を
希
望
す
る
人

※�

そ
の
他
の
条
件
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
同
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
20
人

申
込
期
限　
令
和
２
年
１
月
17
日

㈮
・
17
時
ま
で

助
成
金
額　
在
学
中
に
借
受
予
定

の
奨
学
金
総
額
の
１
／
４
（
上
限

１
０
０
万
円
）

の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

児
童
発
達
支
援
な
ど
の
利
用
者
負

担
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

無
償
化
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
児
童
発
達
支
援

・
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

・
医
療
型
児
童
発
達
支
援

・
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

・
保
育
所
等
訪
問
支
援

　
無
償
化
に
あ
た
り
、
新
た
な
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�
無
償
化
の
対
象
と
な
る
期
間
は
、

「
満
３
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の

４
月
１
日
か
ら
３
年
間
」
で
す
。

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週
間

大
切
な
契
約
や
遺
言
は

公
証
役
場
で

伊
勢
公
証
役
場

（
☎
28
―
６
５
０
６ 

 

28
―
６
５
０
８
）

　
金
銭
の
貸
し
借
り
・
土
地
や
建

物
の
賃
貸
借
な
ど
の
大
切
な
契
約

を
し
た
り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す

る
と
き
は
、
公
正
証
書
の
作
成
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る

文
書
で
、
法
律
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
効
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
原
本
は
公
証
役
場
で

保
管
さ
れ
る
た
め
、
紛
失
や
改
ざ

ん
の
心
配
が
な
く
、
内
容
の
秘
密

市のホームページで手話動画を
見ることができます。

みんなで手話 伊勢市 検 索

右
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
で
作
っ
た
輪
を

左
胸
に
当
て
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課
（
☎
21

－

５
５
５
８　

20

－

８
５
５
５
）

「
名
前
、
メ
ン
バ
ー
、
員
、
バ
ッ
ジ
」

※
手
話
表
現
の
一
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

手
話
を
覚
え
て
み
よ
う
！
40

名
札
の
イ
メ
ー
ジ

で
す

※
諸
説
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

　市では、手話の理解と普及に努めています。
　皆さんの集会・サークル・会合などにお伺いしますの
で、ぜひ手話に触れてみませんか。
　気軽に問い合わせてください。
と　き� ��月～金曜日（祝日・振替休日を除く）・９時～ 16

時で、希望の日時
� ※所要時間は約30分間を目安とします。
ところ� 市内
対　象� �市内に在住または通勤・通学している人たちの

グループ
内　容� �「聞こえない」ということについて
　　　　�　聞こえない人とのコミュニケーション方法に

ついて理解を広げ、言語でありコミュニケーシ
ョン手段である「手話」に触れ合います

申し込み  希望日の20日前までに、希望日時・場所・人数・
代表者氏名・連絡先を同課へ伝えてください

障がい福祉課（☎21-5558　 20-8555）
「手話ふれあい広場」を開催します
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伊勢市健康医療ダイヤル24 心や体の健康などについて、医師・看護師・保健師などが
年中無休・24時間体制で電話相談に応じています。

広報いせ 第266 号 令和元年 9 月 15 日発行日
伊勢市発 行

情報戦略局 広報広聴課編 集
株式会社 アイブレーン印 刷

伊勢市情報戦略局 広報広聴課 〒516-8601 伊勢市岩渕 1丁目 7番 29号 0596-21-5515

「広報いせ」では、財源を確保するため、一部のページに企業広告を掲載していますが、これらは市が広告主や商品を推奨するものではありません。

0120-220-417 通話料無料
フリーダイヤル 問い合わせ先 健康課（　 27 ー2435 　  21 ー0683）FAX

※本サービスは、民間業者に委託をして運営しています 予算額　940万1千円

広報いせ発行事業費〔予算額〕
3,063 万円（22 回分） この広報紙は、再生紙を使用しています。

視覚障がいのある人で、「声の広報いせ」「点字広報いせ」を希望する人は、障がい福祉課（☎21-5558　　20-8555）へ連絡して
ください。また、「声の広報いせ」は、直近1カ月分を市のホームページに掲載しています。

0596-22-9699FAX 伊勢市役所 検 索ise-koho@city.ise.mie.jp https://www.city.ise.mie.jpURL
植物油インキで印刷しています。

見やすいデザインの文字を
使用しています。

三重とこわか国体・三重とこわか大会伊勢市実行委員会事務局
〒 516-0016　神田久志本町 1436-1（旧消防本部・消防署 2 階）

kokutai-koho@city.ise.mie.jp（ボランティア申し込み専用）
 https://www.city.ise.mie.jp/kokutai

ボランティアを募集しています！ボランティアを募集しています！
　2021 年に開催される「三重とこわか国体・三重とこわか大会」を
盛り上げ、円滑な運営を進めるためのボランティアを募集しています。

国体総務課内・三重とこわか国体・三重とこわか大会伊勢市実行委員会事務局（☎63–9780 28–9020）

募集人数

募集内容

申 込 先

対　　象

申込方法

1,000 人程度（先着順）

市内に在住または通勤・通学している中学生以上の人、
または市内に活動拠点を有する団体
※ボランティアの活動場所までの往復移動と活動の遂行が可能な人に限ります。
※申し込み時点で 18歳未満の人は、保護者の同意が必要です。

申込書へ記入し、直接または郵送・ファクス・Eメール (ファイル添付 )で、同事務局へ
【個人の場合】市のホームページ内の応募フォームでも申し込みができます。
【団体の場合】代表者が申込書へ記入し、団体申込名簿（指定様式）を添えて、申し込んで
　　　　　　ください。
※保護者の同意が必要な場合は、直接または郵送に限ります。
※申込書などは、同ホームページに掲載しています。

運営ボランティア 広報ボランティア
【活動期間】�主にリハーサル大会 (令和 2年 )・本大会

(令和 3年 ) の競技開催日

【活動内容】�競技会場での受け付けや案内、ドリンク
サービスなどのおもてなし、弁当の配布、
会場の準備や来場者の誘導、競技会場内
外の美化や清掃、駐車場案内や交通誘導、
案内所での案内や資料配布　など

【活動期間】�大会終了（令和 3年）まで

【活動内容】�ＰＲ活動や「とこわかダンス」
の普及、写真・映像の撮影
記録　など


